
１．はじめに
看護の対象は人である。そのため、看護研究では対象
の考えや意見、気持ちなどに注目した研究も行われてい
る。その中で、看護師や患者が体験したことや感じたこ
との内容や意味などを明らかにすることを目的とした調

査も行われている。
これらのことを明らかにするための研究方法の一つと
して、リカート尺度や心理的尺度を用いたアンケート用
紙を作成し、質問した内容を対象の属性により群別して
統計的方法を用いて分析するような定量的研究があげら
れる。しかし、研究内容によっては選択式の調査用紙で
は回答者の気持ちや考えなどを反映することが困難な場
合があるという問題点がある。
このような理由から研究内容によってはアンケート用
紙を用いるのではなく、面接によるインタビュー調査に
よりデータを取得し、得られたデータに対して質的方法

【目的】近年注目が集まっているテキストマイニングについて、看護師を対象とした調査で用いられる分析方
法や研究の目的を概観することを目的とした。　
【方法】データーベースの検索には医中誌Webを用い、検索条件を、「その他」で「タイトル」と設定し、絞り
込み条件で原著論文にチェックした上で 「看護師　テキストマイニング」 として、期間は設定せずに検索した
（2017年9月28日）。抽出された15件のうち、研究対象となるデータが看護師を対象としていない研究1件を
除く14件について＜明らかにしたいこと＞ 、＜分析に使用したデータ＞ 、＜分析ソフト＞、＜分析方法＞、 
＜結果など＞ の項目別にまとめ、文献検討を行った。
【結果】＜明らかにしたいこと＞では思いや考えを明らかにしたいものが7件と多かった。＜分析に使用した
データ＞ではアンケートの自由記述を使用したものが7件、半構成的面接により得られたデータを逐語録と
したものが6件であった。＜分析ソフト＞はPASW Modeler およびText Mining for Clementineを使用した
ものが4件、Text Mining Studioを使用したものが6件、KH Coderを使用したものが3件であった。＜分析
方法＞では頻度分析を用いたものが13件と多く、次いで共起語もしくは共起語を用いたネットワーク分析
を用いたものが9件、非階層型クラスター分析を含めたクラスター分析が用いられたものが4件であった。
【結論】看護師を対象とするテキストマイニングの手法を用いた文献を概観することにより以下のことが明
らかとなった。看護師の思いや考え、実践している内容を明らかにすることを目的に研究が行われていた。
分析に用いられたデータはアンケート調査の自由記述が7件で半構成的面接によるインタビューから作成した
逐語録が6件と同数程度であり、ほとんどを占めていた。検討した14文献のうち13文献において頻度分析が
行われており、主要な単語や特徴的な単語が明らかとなっていた。頻度分析の他にはクラスター分析や対応
分析、共起を用いたネットワーク分析などは単語間の関係を視覚的にみることができる方法が用いられていた。
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ためには、形態素解析を行うソフトを使用するのが通常
である。
日本における代表的な形態素解析ソフトはJUMAN、
茶筅、MeCab （和布蕪）などが知られている。形態素解
析を行ったデータに対して多変量解析を行い、得られた
結果を図示して視覚化できるのがテキストマイニングの
強みと考えられる。
そして、テキストマイニングは雑誌「看護研究」の中
でも2008年 3）, 4）と2013年 1）, 5-11）に特集が組まれており、
注目が高まっており、今後は看護の分野においてもテキ
ストマイニングの使用は増加していくことが考えられる。
しかし、テキストマイニングは計量的にテキストデー
タを分析する方法であるが、得られた結果は t検定のよ
うな伝統的な定量的研究の分析方法と異なるものも存在
している。そのため、分析方法の選択や結果をどう解釈
すればよいか、伝統的な仮説検定ほど浸透していないと
考えられる。
そこで、本研究では看護師を対象としたテキストマイ
ニングの手法を用いた研究を概観することにより、実際
にどのような研究にテキストマイニングが使用され、ど
のような結果が得られたのかを明らかにすることを目的
に文献検討を行った。また、文献検討にあたり、特にテ
キストマイニングの対象となるテキストデータの種類や
入手方法、分析方法、得られた結果に注目して実施した。

２．方法
文献検討にあたり、データーベースの検索には医中誌

Webを用いた。検索の条件を、「その他」で「タイトル」
と設定し、絞り込み条件で原著論文にチェックした上で 
「看護師　テキストマイニング」とし、期間は設定せず
に検索を行った（2017年9月28日）。
その結果、15件が抽出された 12-26）（表1）。この中で、
研究対象となるデータが看護師を対象としていない研究
1件 13）を除く14件 12）, 14-26）について＜明らかにしたいこ
と＞ 、 ＜分析に使用したデータ＞ 、 ＜分析ソフト＞ 、 
＜分析方法＞ 、 ＜結果など＞ の項目別にまとめ、文献
検討を行った。

３．結果・考察
14件の文献 12）, 14-26）は全て2011年以降のものであった。

14件の文献 12）, 14-26）を検討した結果を表2にまとめた。

３－１．＜明らかにしたいこと＞ 
思いや考えを明らかにしたいものが7件 16）, 17）, 20）, 22）, 24-26）

と多く、次いで理由を明らかにしたいものが2件 12）, 14）、
看護の実践内容を明らかにしたいものが2件 21）, 23）、認
識を明らかにしたいものが1件 15）、体験を明らかにした
いものが1件 18）、表題の内容を明らかにしたいものが1

を用いた分析を行うような定性的研究が行われる場合も
ある。しかし、定性的研究では、定量的研究における統
計的仮説検定のような、明確な指標がないことや、イン
タビュー調査はアンケート調査に比べて、データを入手
することに時間がかかるため、多人数に調査をすること
が困難という問題点がある。加えて、分析者の主観が分
析に反映することに対して疑問視する研究者も存在して
いる。
このように定量的研究と定性的研究のそれぞれに問題
点が存在することからオルタナティブな研究方法として、
テキストマイニングが注目されるようになってきている。
いとうはテキストマイニングの性質について「量的研究
から見れば、意味をもつ文字データの扱いという質的性
格をもち、質的研究から見れば数量化されたデータの統
計処理という量的研究の特徴が現れる。このようなテキ
ストマイニングの両性具有的な性格を、テキストマイニ
ングの『コウモリ的性格』と呼ぶことにしよう。」1）と説
明している。このような性質から、テキストマイニング
という研究方法は、テキストマイニングを主体とした研
究だけでなく、混合研究法などへの広がりをもつ可能性
がある方法と考えられる。
また、ビッグデータの活用に伴い、テキストマイニン
グと似たような言葉でデータマイニングという言葉もよ
く用いられるようになってきている。マイニングとは採
掘するという意味であり、コンピューターソフトを用い
て分析を行うことにより対象とするデータの中から新し
い知見などを掘り起こす（マイニングする）方法である。
データマイニングで用いるデータの種類が多岐に渡るの
に対して、テキストマイニングでは、テキストデータを
対象とし分析を行うことが特徴といえる。
テキストマイニングは分析対象のテキストデータの中
で使用されている単語の回数や品詞の種類、単語間の関
係性などに注目して統計的手法を用いて計量的に解析を
行う方法である。また、テキストマイニングで用いられ
る語句の中には共起というものがある。共起は「任意の
いくつかの単語、文節、あるいは語句が同時に文内、あ
るいはテキスト内に使用されていることを指す。一般的
には二つの単語、文節、語句が文、段落、文章の中に用
いられている頻度を集計して分析する。」2）と説明されて
おり、テキストマイニングの手法を用いた分析において
重要な言葉である。
また、実際にテキストマイニングを用いて分析するた
めには文章を【分かち書き】と言われる単語ごとに空白
を開けて区切られた状態とし、品詞を単語にタグ付けす
る必要がある。しかし、日本語の場合、英語などの他言
語と異なり単語間の区切りが不明瞭であるという特徴が
ある。分かち書きと言われる単語ごとに区切られた状態
にし、その単語に適切な品詞を当てはめ、データ化する
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３－４．＜分析方法＞
表2を作成するにあたり、分析方法は文献に記載され
ているそのままの記載方法で記載を行った。しかし、結
果としてまとめるのにあたり、使用するソフトによって
名称が異なる場合は、同様の手法により分析する場合に
は同じ分析方法として以下のように集計した。
今回の文献で使用されていた主な分析方法は頻度分析
を用いたものが13件 12）, 14-19）, 21-26）と多く、次いで共起語
もしくは共起語を用いたネットワーク分析を用いたものが
9件 15）, 16）, 18-21）, 23）, 25）, 26）、非階層型クラスター分析を含め
たクラスター分析が用いられたものが4件 12）, 14）, 17）, 22）あり、
そのうち主成分分析が用いられたものが3件 12）, 14）, 22）であ
った。その他に、対応分析が用いられたものが2件 24）, 26）

であった。
頻度分析や共起語およびネットワーク分析はテキスト
マイニングで特徴的なものであり、使用されることが多
い分析方法と考えられる。データマイニングの分析方法
では外的基準となる変数があるものとないものが存在す
る。外的基準となる変数がある分析方法には回帰分析や
判別分析などがあるが、文献検討した研究では非階層型
クラスター分析、主成分分析、対応分析などの外的基準
となる変数がない分析方法が用いられていた。これらの
研究では、テキストマイニングを使用した目的が文章の
内容を明らかにすることであり、発言や回答から何かの
結果を予測することを目的とした研究でないためと考え
られる。

３－５．＜結果など＞
頻度分析を使用した研究では出現頻度の高い主要語
や、対象の属性に特徴的な特徴語を明らかにしてい
た 12）, 14-19）, 21-26）。共起語もしくは共起語を用いたネット
ワーク分析を用いた研究では単語同士の関係性を明らか
にしていた 15）, 16）, 18-21）, 23）, 25）, 26）。クラスター分析を用い
た研究では構成概念を明らかにしていた 12）, 14）, 17）, 22）。
対応分析ではコードや属性と単語との関係性を2次元に
布置することにより、関係性を明らかにしていた 24）, 26）。
検討した14文献のうち13文献 12）, 14-19）, 21-26）において
頻度分析が行われていた。対象となる属性の語りなどで
よく使用される単語を明らかにすることや、異なる属性
で特徴的な語を明らかにするために頻度分析を行うこと
は、テキストマイニングにおいて一般的であり、尚且つ
有用な方法と考えることができる。
また、クラスター分析や対応分析、共起を用いたネッ
トワーク分析などは単語間の関係を視覚的にみることが
できる方法であり、テキストの内容や属性やコードなど
の関係性を理解することの手助けとなる手法と考えられ
る。しかし、テキストマイニングによる分析の中で構成
概念を命名する場合 12）, 14）, 17）, 22）やコード化をする場合 24）

件 19）であった。
思いや考え、実践した内容などはアンケート調査によ
る選択式の問だけでは明らかにすることは困難と考えら
れるため、自由記述やインタビューによってデータを入
手し、テキストマイニングの手法を活用することは有用
であると考えられる。

３－２．＜分析に使用したデータ＞
今回の文献でテキストマイングを行う際の使用したテ
キストデータは、アンケートの自由記述を使用したもの
が7件 12）, 14）, 15）, 17）, 18）, 21）, 22）、半構成的面接により得ら
れたデータを逐語録としたものが6件 16）, 20）, 23-26）、学会
抄録集の発表演題を用いたものが1件 19）であった。
アンケートの自由記述と半構成的面接により作成した
逐語録を用いた研究が同じくらいの件数であり、アンケ
ート調査による定量的研究と定性的研究のどちらの方法
においてもテキストマイニングを用いることが可能と考
えられる。
また、テキストマイニングを用いた研究では、ソーシ
ャルメディアの情報を用いた分析 8）も行われているが今
回文献検討を行った中ではその様なデータは用いられて
はいなかった。業務上知り得た患者情報について法律で
守秘義務が定められていることから、看護師がソーシャ
ルメディア上に患者情報を書き込むことは通常ありえな
いことである。そのため、看護師を対象とした調査では
データの入手方法としてソーシャルメディアの使用は適
さないことが原因の一つと推測される。

３－３．＜分析ソフト＞
今回の文献で使用されていた分析ソフトはPASW Mo

deler およびText Mining for Clementineを使用したもの
が4件 12）, 14）, 17）, 22）、数理システムのText Mining Studio
を使用したものが6件 15）, 16）, 18）, 21）, 24）, 26）、KH Coder27）

を使用したものが3件 19）, 23）, 25）、記載がないものが1件 20）

であった。
使用されているソフトの件数は同一の研究者が同じソ
フトを用いて研究を行っていたことが数値に反映してい
ると考えられる。今回の文献で使用されていた以外のテ
キストマイニングのソフトの他にもWordMinorやフリ
ーのソフトであるRmecab28）やTinyTextMiner（ttm） 29）

などが知られている。テキストマイニングのソフトには
有料のものとフリーのソフトがあるが今回の文献で使用
されていたKH Coder27）はフリーのソフトである。臨床
の看護師が研究を行う際には、病院が導入しない限り、
有料ソフトを導入することは経済的に難しいと考えられ
る。そのため、今回行った文献検討ではフリーのソフト
の割合が少なかったが、今後はフリーのソフトが活用さ
れる件数が増えていく可能性が考えられる。
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には質的方法と同じような手続きがとられていた。質的
分析方法の一つとして、分析データより研究者が注目す
る内容をコード化し、コード化したものよりサブカテゴ
リーを作成し、さらにカテゴリーを作成するという方法
が用いられている。この方法での妥当性は、研究者全員
の合意を得てカテゴリーを作成することや、スーパーバ
イズを受けることにより、担保されると考えられるが、
分析者の主観が入る可能性を完全に否定することはでき
ない。テキストマイニングにおいても、このような方法
を用いた場合には質的方法に対する理解や研究方法に馴
染みのない研究者に対して、どのように妥当性を担保す
ればよいか疑問が残る部分である。

4．結論
看護師を対象とするテキストマイニングの手法を用い
た文献を概観することにより以下のことが明らかとなっ
た。
・ 看護師の思いや考え、実践している内容を明らかにす
ることを目的に研究が行われていた。
・ 分析に用いられたデータはアンケート調査の自由記述
が7件で半構成的面接によるインタビューから作成し
た逐語録が6件と同数程度であり、ほとんどを占めて
いた。
・ 検討した14文献のうち13文献 12）, 14-19）, 21-26）において
頻度分析が行われており、主要な単語や特徴的な単語
が明らかとなっていた。
・ 頻度分析の他にはクラスター分析や対応分析、共起を
用いたネットワーク分析などは単語間の関係を視覚的
にみることができる方法が用いられていた。
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表1　医中誌webでの検索結果
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表2　看護師を対象とするテキストマイニングを使用した文献の概要
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